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門真が大幅リニューアル！ 

～地域住民と“働く”を、そして企業をシームレスに繋ぎます～ 

 

 ハローワーク門真（所長 玉野裕子）は、フロアを大規模改装して、令和 7 年 2 月

１７日からリニューアルいたします。 

入り口横に設置したキッズスペースを改装することで、より便利にお子様を見守り

ながら、お仕事探しや雇用保険のお手続きが可能になり、求職者同士の交流の場とし

てもご利用いただけます。 

また、フロア中央に設置した透明なシームレスマッチングブースでは、フロアの壁

面に取り付けた大型デジタルサイネージとリンクさせることで、求人者が求職者へ

様々な発信が可能となり、面接会・会社説明会・各種相談会 etc に活用可能です。 

様々な人、企業、団体等が集うことで、プランドハップンスタンス※１（予期せぬ出

会い）が日々起こる、ハローワーク門真は、そんな地域のリアルコミュニティースペ

ースに生まれ変わります。 

 併せて、次頁のとおり様々なリニューアルイベントを開催いたしますので、皆様の

ご参加＆ご活用をお待ちしております。 

 更に、令和 7 年 2 月 28 日には、宮本一孝 門真市長が、新しいフロアやイベント

の様子を視察され、ハローワーク門真所長と対談予定としております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

デジタルサイネージ 

ハローワーク門真発表 

令和 7 年２月１４日（金） 

 

【照会先】 

ハローワーク門真 

所     長   玉野 裕子 

統括職業指導官  仁井 広美 

（代表電話）06（6906）6831 

（直通電話）06（6906）6833 
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１ リニューアル記念イベント概要～令和７年２月１７日―３月１２日～ 
   門真市、財務省近畿財務局、大阪府保育士・保育所支援センター、門真雇用開発協

会、などのご協力を得て、以下のイベントを開催します。（イベントの詳細は別添リー
フレットをご参照ください。） 

 
（１）デイリー面接会・事業所説明会 atシームレスマッチングブース 
      ２月１７日の京阪百貨店や、地元門真市が認定したカドマイスター※２企業のほか、

初出展企業も多数参加の面接会・説明会を連日、開催します。 
   フロア中央の透明ブースで企業の魅力や特徴をダイレクトに伝えることで求職者の

職種や業種転換（シームレスな労働移動）のきっかけづくりにすると同時に、まず
「お話し」から入ることで、書類やメール（Web）では伝わらない、求職者の人物像
を知っていただいて、様々な壁をシームレスに超えていく、そんな出会いのブースと
していきます。 

 
（２）マザーズコーナーリニューアル記念イベント 

  □２／１７ 子育て世代のマネー講座（託児の受付は既に終了しております。） 
        １３：３０－１４：３０ 講師 財務省 近畿財務局 
 
  □２／２６ 保育の現場から学ぶ～ふれあい遊び・絵本の読み聞かせ～ 
        １０：３０－１１：３０ 講師 うちこしこども園 
 
  □３／１２ 職業適性検査セミナー（託児付き） 

１０：００－１１：３０ 講師 ハローワーク門真 
          

２ 宮本市長とハローワーク門真所長の対談について 令和 7 年 2 月２８日（金）午前 

「職住近接のまち」実現への今後の展開やハローワークが『お仕事探し』を通じて果

たすべき役割などについて、所長室にて懇談を予定しています。（取材・撮影・質問可）。 

 

３ 当日取材について 

 取材に当たっては、事前連絡をお願いいたします。 

 取材当日は、腕章など社名がわかるものの着用をお願いいたします。 

 撮影および取材に当たっては、来場者の個人情報にご配慮願います。 
 

※１ プランドハップンスタンスセオリー（計画的偶発性理論）とは… 

       ２０世紀終盤に教育心理学者クランボルツが提

唱した理論。そもそも思わぬ出来事や挫折の連続であるキャリアの転機を

が成功すると説いた。 

多くの出会いの機会を設け、大切にし、それを活かすことがチャンスメイクに繋が

ることは、日々職業紹介の現場で私共が実感していることです。 

    

※２ カドマイスターとは…。 

    門真市では、以下の認定基準を満たし、卓越した技術などを持つと認められた門真

市内に本社または製造拠点を置く製造業を営む中小企業者をカドマイスターとして認

定しています。 

①製品のブランド力が高い ②卓越した技術・技能を有する ③品質管理の意識が高

い ④市場での占有率が高い ⑤人材確保・育成や社会貢献に対する取り組みを行う 


